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埋 リボソ-ムを授与する方法は,今後の肝細胞癌に対す

る治療として有効であろうと思われた.

36)肝細胞癌の治療後経過 における腫療マ-カ-

の推移 に関す る検討

見田 有作 ･細 餅治郎
五十嵐健太郎 ･月岡 恵
何 汝朝 ･市井蓄三郎 {:.I.十 一

肝細胞癌58症例を対象に,治療後経過において AFP

と PⅣKA-Ⅲ の推移を検討 した.初回治療後の50%以

下 AFP減少例は充分治療例で 60.9%,不充分治療例

でも50.0%みられた.一方 PⅣKA-Ⅲ 陰性化例は充

分治療例で 100%,不充分治療例では38.9%にとどまっ

た,治療後経過における腰轟て-カ…の変動パタ-ソで

は,AFP のみ有意変動する例 5例に比 し,PIVKA-Ⅱ

のみ有意変動する例が17例と多くみられ Pm -正 の

方が治療効果及び再発の指標としてより有用と考えられ

た.また変動パタ-ソとして AFP と PIVKA-正 英

に有意変動する例が最も多 く25例みられたが,そのなか

でも経過途中でその推移に解離がみられる症例が9例み

られ,肝細胞癌患者の経過観察上注意すべきと思われた.

37)肝生検をこて化膿性胆管炎を認めた濃癌性大

腸炎の 2例

牧野 真人 ･恩田 着作
月岡 恵 ･五十嵐健太郎
畑 耕治郎 ･何 汝朝
市井吉三郎 (駅 詰 病院)

濃癌性大腸炎の増悪期をこ肝機能障害をきたし 肝生検

を施行 し得た2症例を経験 した.症例 1は初発の濃歯性

大腸炎で入院後徐々をこ胆道系酵素優位の肝機能異常が出

現 してきたため肝生検を施行した.また結腸全摘術施行

時をこ肝梗状生検を行った.手術後は肝機能は正常化 して

いる.症例2は38歳で14年前に潰癌性大腸炎と診断され,

今回増悪 し盈症塾となり入院 した.プレドニソ静注等で

徐々に原病は改善したが肝撫能興常が出現 し,肝生検を

施行 した.その後自然に酵素は低下 してきている.二か

ら2症例の肝巌織像は原発性硬化性胆管炎とは異なって

おり小葉間胆管の減少,破壊像及び門脈域-の好中球優

位の細胞浸潤がみられた.
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38) 当院 におけるC型慢性肝炎をこ対す るインタ…

フェロソ治療成績 について
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当院におけるC雪里単性肝炎に対する†ンヤーー7.I_ロン

治療の有効性は36%であった 反応例では肝組織で炎症

所見,線維化は改善 し,ウイルス慶も減動 肝磯髄 も濃

く著効を示す症例が多 くみられた. しかし,肝機能が改

善 してもウイルスが残存 した症例では,肝炎が再燃 した

例 もあり,厳重な経過観察が必要である.王FN 投与法

も少なくとも鼠織を改善させ,ウイルスを陰性化させる

畳が適切であると考えられた.不応例は鼠織障害の進ん

だ症例に多 くみられ,投与後も組織の改善は認められず,

新たな治療法が必要であると考えられた.

39)無床診療所におけ るC型慢性肝炎の IFN

治療

畠山 盈秋 (畠 山 医 院)

植木 藤一 塚 山 展隆 漕 祭殿立中央病院)

C型慢性肝炎に対する lFN 治療では.投与開始時に

は入院治療とするのが一般的である. しかし,時として

入院が困難な患者も存在するため,投与開始より外来治

療を試みた.投与前に一般的な投与前梗塞を施行 しつつ,

患者に十分説明をこころかけた.投与開始2日間は,午

前 9時から午後6時まで外来にて状感を観察 し,適宜解

熱剤を健鳳 さらに帰宅時解熱剤を持参させた.投与開

始11日目に検血.検尿等にて検虹1二の副作用を+二r.･ソ/7.

その後は塾の如 く経過観察 し,なるべ く患者と寮を合わ

せるようにした,計 6例に上記治療を試み, うちま例で

薬剤アレルギー, 1例で皮膚症状の発現のため投与中止

したが.迅速に対処できた.C型慢性肝炎の IFN 治噂

においては,必らず Lも入院は必要ではなく,無尿診療

所でも十分治療できると思われた.

40)当院 におけるC型肝炎症例 の検討

-HCVサブ タイプの検討 を中心に-

渡辺 俊明 欄 冶 康之 (配 転 粂病院)

当院におけるC型肝炎107例について-HCVサブタ

イプを中心に検討 し,以下の結論を得た.


